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○辞書での定義 

 
 

 

 

 

 

 

  

広辞苑 大辞林 

参加 
なかまになること 
行事・会合などに加わること 

会や団体など目的をもつ集ま
りの一員になること 

参画 計画（の立案）に加わること 
（政策や事業などの）計画に加
わること 



 

 
Ａ 
  

市民が自主
的・自発的に
行動する領
域 
  

Ｂ 
  

市民主導の
活動で行政
の協力が必
要となる領
域 

Ｃ 
  

市民と行政
が連携・協力
して事業遂
行する領域 

Ｄ 
  

行政主導の
活動で市民
参加を求め
る領域 

Ｅ 
  

行政が自ら
の責任で処
理していく領
域 

共 働 の 領 域 
 

 
 

市民主導                                    行政主導 
 



市民活動 

自治会 
校区コミュニティ 

市民活動団体 
NPO 

個人 

企業 

行政活動 

審議会 

シンポジウム 

アンケート 

ワークショップ 

就任 

参加 

意見 

市民参加（参画）は、行政が企画し実行するうえで、市民の意見
や知識を反映させることに重点を置いている 



意見聴取 

問題提起 
意見交換 

計画立案 

参
加
の
深
さ 

生活者の視点                   専門家の視点 

ワークショップ 

意見
交換
会 

専門的な 
審議会等 

パブリック
コメント 

アンケート 

説明
会 

（公募型などの） 
検討委員会 

広聴制度 



本来の意味は、「作業場」「工房」 

 住民参加型のまちづくりにおいて、自由に意見を出し
合ったり、お互いの理解を深めたり、参加者の合意を得
たりするために有効な技法として活用されている。 

 

【近年開催された古賀市のワークショップ】 

 ・大根川 川づくりワークショップ 

 ・古賀みらいサマーミーティング 

 ・千鳥校区防災訓練ワークショップ 

 ・花見東公園（仮称）整備事業ワークショップ 

 

 



 市役所そばを流れる大根川を対象に、どのような川に
するのか、どのように利用していくのかについて、市民
の皆さんと一緒に考えるワークショップ 
 
主催：古賀市 
参加：福岡県（整備事業の主体） 
       九州大学（アドバイザー） 
       市民ワークショップ開催回数：9回 
 
 ※今後は、ワークショップでの検討内容を踏まえ、 
   福岡県が整備予定 





古賀市自治基本条例（仮称）の内容を検討する過程で、
より多くの市民の声を反映し、条例づくりを進めるため
に開催 

 

主催：古賀市自治基本条例（仮称）策定委員会 

参加：延べ302名  

開催回数：８回（市内８小学校区で開催） 

 



 

古賀東校区→ 

←花見校区 



千鳥小学校区内の住民を対象に、災害が発生した場合
の避難経路や安全確保についてワークショップを開催 

 

主催：千鳥校区コミュニティ・福岡県・古賀市 

参加：地域住民（延べ２００人以上） 

開催回数：３回 


